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　株式会社櫻井謙二商店は、昭和７（1932）年の創業以来

83年にわたり、食品卸売業一筋に業容を拡大、千葉県銚

子市を拠点にスーパーや小売店、ホテル、レストラン等

への食材の流通を担い続けてきた。地域密着型の企業と

して発展を遂げてきた歴史を守り、従業員のよりよい職

場環境の整備を目指す先頭に立つのは４代目の櫻井公恵

社長。社長自らのご家族の経験に基づいた上で取り組ま

れている、がんに罹患した従業員の就労支援についてお

話を伺った。

　「私ごとになりますが、夫はがんで亡くなる２週間前ま

で当社で出社し働いていました。その姿を見続けてきま

したから、女性従業員（以後、Ａさん）からがんであるこ

とを報告されたとき『辞める必要はないよ』と思わず心の

中でつぶやきました。2009年初春のことで、私が叔父に

次いで社長になる前の出来事でした。その叔父もやはり

がんで帰らぬ人となりました。実は２代目社長であった

私の父もがんで亡くなっています。がんとわかれば、ま

ずは『治療』となり、働くことを考えるのは後回しになっ

てしまうのは当然で、周りの対応もそうなってしまうか

もしれません。しかし、私の夫のように治療しながら就

労できる道も必ずあると、とても自然な流れで私たちは

Ａさんの復職をイメージすることができました。何より

も大切なのはＡさんの気持ちでしたが、Ａさんにも職場

復帰への気持ちがありました」と櫻井社長。

　同社の就労支援の取組みは、ここから幕が開く。もちろ

ん、過去にはリウマチや心疾患で闘病していた従業員を支

えてきた例もあるが、がんの就労支援の取組

みとしてはＡさんが初めてのケースとなった。当

時、同社には就業規則に休職規程が明文化さ

れていなかったが、全国健康保険協会に加入

していたため、最長で１年６カ月の傷病手当金

が給付される。この制度を利用してＡさんは

2009年４月から休職、治療に専念することに。

休職期間は手術を挟んで９カ月に及んだ。

　「うちの従業員は近隣で暮らす人が多いので
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就労支援を開始
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すが、Ａさんもそうであったことが幸いでした。退院後

の休職期間中は、通院の途中に会社に立ち寄り、私

や同僚たちとコミュニケーションをとることができました

し、本人にとっても復職の意欲が高まる機会になりま

した。休職期間を終え、いざ復帰ということになりま

すが、Ａさんの体力や身体の状況やなどをじっくり話

し合う中で、当面は１日２時間程度の勤務ということ

で話がまとまりました。その後順調に回復し、１カ月

後には通常より１時間短い短時間勤務となり、さらに

２年半後には完全に通常勤務に戻りました。本人の努

力はもちろん、周りで支えてきた同僚たちもよいフォ

ローができたと思います。就労支援というと制度の整

備のように考えがちですが、お互いを支え合う職場環

境の構築にヒントがありました。Ａさんは今も第一線で

元気に働いています」と櫻井社長は力を込めた。

　Ａさんの休職や短時間勤務によって低下する戦力を

カバーし合えた背景には、日頃から介護やシングルマ

ザーなどさまざまな事情を抱える人たちが柔軟に働くこ

とができる職場環境を作っていたことや、連綿と続い

てきた『人を思いやる社風』があった。

　職場のメンバーがサポートする中で、Ａさんが職場

のメンバーに自ら病名をオープンにしながら、みんな

で対応策を考えたことで全員のモチベーションも高ま

り、よい結果につながったという。さらに、「復職した

人が働きやすい現場を作っていくためのポイントは給

与体系ではないかということがＡさんの例からよくわか

りました。経営者としては、そのままの給与体系でよ

いのではと思いましたが、責任感の強いＡさんから『他

の人と違わなければかえって働きにくい』と指摘され、

２時間のリハビリ勤務と短時間勤務の間は時給とし、

フルタイム勤務に戻った時点で月給に戻しました。確

かにその方が当事者だけでなく受け入れる従業員も納

得がいき、それがお互いの思いやりにつながっていき

ます。18歳で入社して30年近くになるＡさんは今や会

社の中核となる存在ですが、会社全体を考えての給

与の申し入れには目の覚める思いでした」と櫻井社長

が振り返った。

　「就労支援の事例紹介として人前でお話しする機

会が増えましたが、恥ずかしいことに従業員の健康

に関する意識の改革などという点では当社は遅れて

いました。健康診断は100％受診ですが、受診する

ことでよしとしてきました。ただ、私自身が大切な

人たちをがんで失っており、健康の大切さや予防の

取組みの重要性は痛感していますから、５年前の社

長就任以来、健康診断の結果について一人ひとりの

顔を見ながら直接報告するようにしています（写

真）。健康上の問題を抱えている人が少なくないこ

とがわかり、一念発起して３年前から取り組んでい

るのが『櫻井健康プロジェクト』です。名前だけ聞く

と格好いいのですが、要は健康診断受診後のフォ

ローを会社として取り組んでいこうということで

す」と櫻井社長。プロジェクトの１年目は、コレス

テロール対策に取り組み、商売柄お付き合いのある

会社の協力を得て、対象者に健康食品等を提供し、

５名中２名に効果が現れた。２年目は血糖値対策を

テーマにして一定の効果があった。３年目の今年は

『体重』をテーマとしている。「これからはもう少し

他社の好例に学んで、仕組みづくりから見直してい

かなければと思っています。いずれにしても中小企

業でもできることが無数にあるはずです。楽しく挑

戦していきたい」（櫻井社長）。

　自らの辛い体験を力に変えて、従業員の治療と就

労の両立支援を支える牽引車となってきた。がん治

療に限らず、従業員のさまざまな事情に柔軟に対応

できる同社の就労のあり方に今、熱い視線が集まり、

取材や報告などの機会が増えているという。

　「誰かが語ることで就労支援の道が大きく開かれ

るのなら、喜んで自分の経験を語り続けたい」と櫻

井社長は笑顔で締めくくった。

給与体系の整備がポイント

株式会社櫻井謙二商店　
事業内容：食品卸売業
設　　立：昭和７年
従 業 員：31 人
所 在 地：千葉県銚子市

会社概要

『櫻井健康プロジェクト』誕生


